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１．「文化観光」の推進の検討

○ 「観光立国推進基本計画（平成24年3月）」では、「文化観光とは、日本の歴史、伝統といった文化的な要素に対す

る知的欲求を満たすことを目的とする観光である」と位置づけている。

○ 博物館などの文化施設が、様々な文化資源の展示・解説を充実させ、その際、より多くの人々に親しまれる活動を

あわせて行うことで観光に貢献する活動が見られることから、「文化資源の観覧など文化についての理解を深める

ことを目的とする観光」を「文化観光」として、その推進を具体的に検討してはどうか。

○ 訪日外国人観光客のうち２９．３％が美術館・博物館を訪問し、２６．４％が日本の歴史・伝統文化の体験をするなど（２０１８年観光

庁調査、複数回答）、博物館等の文化資源は観光振興に極めて大きな役割を果たす。

○ 各国の博物館も多数の観光客を集めており、我が国の博物館も高いポテンシャルを有している。

○訪日客に対して文化施設が有するポテンシャルの例

外国人旅行客が滞在中に経験したこと

「美術館・博物館」と回答した割合 「日本の歴史・伝統文化体験」と回答した割合

博物館のポテンシャル

海外ミュージアム

年間入場者数

ルーブル美術館 １０２０万人

中国国家博物館 ８６１万人

メトロポリタン美術館 ７３６万人

バチカン美術館 ６７６万人

（出典 米エイコム社「テーマパーク・博物館インデックス2018」）

（出典 観光庁「訪日外国人の消費動向」）



参考１： 文化施設の代表事例である博物館への入館者数

○ 年間20万人以上の館数は2004年から増加傾向。

○ 種類別では2,258箇所の博物館のうち、美術系473館のうち9.7％、歴史系1,048館のうち3.1％、自然史系92館のうち

8.7％、総合博物館109館の7.3％が20万人以上となっている。（2012年時）

○ 地域住民に加えて、一定割合の観光目的の来館者も少なくないと想定される。
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年間入場者数（2018年度）

国立科学博物館 ２６６万人

国立新美術館 ２６１万人

金沢２１世紀美術館 ２５８万人

お台場 チームラボ ２３１万人

（出典 綜合ユニコム社「月刊レジャー産業資料2019.09」）

（出典 公益財団法人日本博物館協会「日本の博物館総合調査報告書（平成29年３月 ）」
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参考２： 博物館への来訪者の利便性に関する現状

○ 都道府県・政令市立の主要館において、4か国語以上の解説板を実施しているのは６％あり、一層
の取り組みが課題。
○ 視覚障害者用の展示解説パネルなど、利便性の向上課題。

多言語化の対応状況

公立博物館の多言語対応 Ｎ＝県立・政令市立のうち154館

パンフレット
日中英韓など４か国語以上

解説版
日中英韓など４か国語以上

７９館

１０館

文化庁企画調整課による調査

文化庁企画調整課による調査

バリアフリーの対応状況

（出典 公益財団法人日本博物館協会「日本の博物館総合調査報告書（平成29年３月 ）」）

公立博物館の来館者数 総数 １館あたり平均

154館の年間来館者数 3785.2万人 24.6万人

うち外国人来館者をカウント
している93館

2534.1万人 23.893万人

93館の外国人来館者数 93.1万人 1.0万人（3％）



参考３： 文化観光拠点の整備に関する方針

○観光ビジョン実現プログラム2019（令和元年6月14日観光立国推進閣僚会議決定）

○インバウンドに対応した新たな文化観光拠点の整備

・ 観光誘客に必要な一定の基準を満たす文化観光拠点に対し、法令上の措置等を検討することにより、日本文化の発信及び観光振

興を図る。【新規】

○経済財政運営と改革の基本方針2019（令和元年6月21日閣議決定）

第２章 Society 5.0時代にふさわしい仕組みづくり

③ 文化芸術立国の実現

国等の地方ゆかりの文化資産等 の公開促進や国立文化施設の機能強化、アート市場の活性化など、文化施設を拠点とした文

化資源の好循環創出に民間や地方と連携して取り組む。

○まち・ひと・しごと創生基本方針（令和元年6月21日閣議決定）

Ⅴ．各分野の施策の推進

１．地方にしごとをつくり安心して働けるようにする、これを支える人材を育て活かす

（４）観光地域づくり・ブランディング等の推進

【具体的取組】

◎地域におけるインバウンドに対応した新たな文化観光拠点の整備等

・ 国等の名品を展示するなど地方博物館の特色ある取組及びインバウンドに対応した文化観光拠点を整備する新たな枠組の

検討等を進め、日本文化の発信等を図る。



２．文化観光に関する拠点に関し、検討を深めたい観点

１．文化観光に関する拠点としての機能を強化する取組として、以下のような取組が考えられるのではないか。

(1) 文化施設の持つコレクションやコンテンツの魅力を高め、国内外の幅広い来訪者に伝えていく施設であるこ

とをそのミッションの一つとして明確にする。

(2) 来訪者が文化への理解を深めることができる分かりやすい解説や展示上の工夫をする。

（例：海外からの来訪者への多言語解説や、情報通信技術を活用した映像を用いた展示 等）

(3) 文化施設と地域が一体となった、さまざまな鑑賞や体験など来訪者が楽しめる機会を提供する。

(4) 文化施設だけでは取り組めない来訪者のアクセス向上に取り組む。

（例：郊外にある文化施設へのアクセス向上のため、交通事業者と連携した増便や共通乗車船券の発行 等）

(5) ＪＮＴＯや地域の観光関係事業者との連携による、文化施設の魅力の発信と、幅広い来訪者を惹きつける戦

略や効果的なプロモーションを行う。

(6) 文化施設の周辺地域との連携により地域の魅力を向上させる。

（例：公園や道路にオブジェを設置して文化観光地としての魅力向上、商店街（飲食、物販等）との連携）

(7) 文化観光に関しての適切な価格設定による持続可能性を高める。

２．こうした活動を推進するため、予算・税制・国による特別な措置が考えられるのではないか。



参考４：文化審議会（博物館部会）における検討とこの会議との関係①

１．博物館政策の検討の場の設

置

２．国立館での先進事例・好事

例の創出とその横展開

３．各地の博物館における活動

支援の充実

○ 博物館による社会教育の振興が文化庁の所管になったことを受けて、本年11月、文化審議

会に博物館部会を設置し、博物館の総合的な検討を開始。

・ ICOM京都大会での国際的な議論を反映しつつ、前回（平成20年）の博物館法改正後の課

題を洗い出し

○ 東京国立博物館「トーハク改革プラン」（H31.2)、国立科学博物館「科博イノベーションプラン」

（R1.7.）に代表される改革の推進。

・ わかりやすい展示や多言語化など、快適な観賞環境の整備と入館者サービスの充実

・ 収蔵品の収蔵環境向上のための必要な調査・改修の実施

○ ナショナルセンターとしての全国の博物館への支援。

・ 「文化財活用センター」「科博イノベーションセンター」による収蔵品の活用促進

・ 「文化財防災ネットワーク」による防災に関する各館支援

・ 収蔵品データベースの整備と公開

○博物館が地域と共働する事業への支援充実。

・ 子供たち・高齢者等へのアウトリーチ、インバウンド受入支援のスタートアップなど

・ 地方分権一括法により、社会教育の適切な実施の確保に関する一定の担保措置を講じた

上で、公立博物館の首長所管が可能（今年6月～）となっており、地域における博物館政策を

一層、総合行政に位置づけ可能に

○研修の充実、修理・修復への支援。

・ 専門職員の研修の充実（特に、海外派遣）

・ 重要文化財の美術工芸品等の収蔵品に関する修理・修復への支援

○魅力的な展示・企画に関する支援

・ 国立館等が持つ地方ゆかりの文化資産の地域への貸与等支援（新規）

・ 「日本博」の一層の活用



○「博物館を中核とした文化クラスター形成事業」の推進。さらに、文化振興、地域の活性化、経

済の活性化の観点から、意欲ある博物館に対し、予算・税制・関係省庁との連携施策を通じ

た支援（新たな制度の創設の検討）。

参考４：文化審議会（博物館部会）における検討とこの会議との関係②

３．各地の博物館における活動

支援の充実（続）

４．博物館の活動基盤の整備

○上記に関する議論

○「施設設備の改修・整備」に関する支援。

・ 防火設備等の緊急調査を踏まえ、老朽化した設備の改修を支援

・ 公立社会教育施設災害復旧

・ 公立博物館の施設の長寿命化のための「公共施設等適正管理推進事業債」の活用

○ 博物館で活用可能な他省庁の事業や税制優遇などの情報を一覧化・提供。

○ 「ジャパンサーチ」等による博物館に関するデジタルアーカイブの内容充実。

○ 博物館のうち美術館支援施策の一層の活用。

・ 登録美術品制度の一層の活用（現在、80件9,234点の美術品が登録）

・ 美術品補償制度（海外等から借り受けた美術品に損害が生じた場合に、その損害を政府が

補填する制度。これまで37件の展覧会が対象）の一層の活用

(1) 博物館の制度と運営に関する幅広い課題は、一定の期間をかけて整理・検討する。

(2) 博物館の振興施策は、今日的な課題も踏まえながら整理・対応することが期待されており、そのうち観光・まちづくりとの連携施策

について機動的な体制も整えて集中的に検討する。
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３．事例Ⅰ： 東京国立博物館の改革

東京国立博物館は、2019年2月に、「トーハク新時代プラン」を発表し、「世界中の人々が楽しめるリーディング博物館」とな

るための改革プランを進めている。

１ 世界に開かれた博物館としての取り組み（多言語対応の改善・充実）

（プラン①）外国人にもわかりやすい展示解説の工夫 （→次ページ）

（プラン②）多言語対応型の新しい鑑賞ガイドアプリの導入

（プラン③）外国人を対象とするガイドツアーの拡充

２ 付加価値の高い多彩なプログラムの提供

（プラン④）レプリカ・ＶＲ・８Ｋ映像等を活用した新感覚の展示の拡大

（プラン⑤）展示と連動した日本文化体験プログラムの拡充

（プラン⑥）「見せる修理所」の開設とバックヤードツアーの本格導入

（プラン⑦）庭園を全面改修して通年開放を実現

３ 快適な鑑賞環境の実現

（プラン⑧）展示ケース・照明・内装など展示室の全面リニューアル

（プラン⑨）デジタルサイネージの導入など館内案内（サイン）の刷新

（プラン⑩）早朝開館・夜間開館など開館時間の柔軟な設定

（プラン⑪）カフェの増設と休憩スペースの整備

４ プランを実現するための基盤の確保

（プラン⑫）スタッフの確保と研究活動の推進

（プラン⑬）入館料の見直しの検討

東博の常設展（総合文化展）の

外国人来館者数と外国人率

（毎年度4～9月のデータを集計）



東京国立博物館の（プラン①）外国人にもわかりやすい展示解説の工夫

【例：外国人にも分かりやすい展示解説の充実】

〇 各展示室の多言語解説を、日本の歴史・文化に親しみのない訪日外国人観光客にもわかりやすい内容となるよう、全面的に書き直し。

〇 特に、訪日外国人観光客に人気の高い本館・総合文化展（平常展）は、コンセプトの統一性やストーリー性を考慮し、各展示室内のコー

ナー解説を増設するとともに、各展示室の展示室解説（入口解説）を刷新。主要作品解説は、展示替えの時期等に合わせて、順次点

検・書き直し。

すべて４か国語で表記
新設した「コーナー解説」例【刀剣・刀装具】

直訳でなく、

各言語での

分かりやす

さを重視

平易な言葉で文化

や歴史を説明
今年2月に館内60箇所に

「コーナー解説」を新設

ﾈｲﾃｨﾌﾞｽﾋﾟｰｶｰの意見や海外博物館の

慣用表現を参考にしながら改良

1



横浜エリア
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４．事例Ⅱ：博物館クラスター形成支援事業の事例（2018年度～）①

前橋エリア 

事業名：表現により繋がる地域の活力創造事業
構成団体：群馬大学，前橋市教育委員会，前橋文学館

学校でアーティストが学生と創作活動するアーティスト・イ
ン・スクール・プログラム，引きこもりの方の自立支援プログ
ラム，高齢者向けのワークショップ，母子生活支援施設入所者
の交流プログラムなどを実施し，文化による社会包摂の体制を
構築。

東京都

事業名：文化財の新たな魅力発信プロモーション事業
構成団体：国立西洋美術館・東京都歴史文化財団・東京地下鉄株
式会社 等

夜の経済活動活性化のため、国立・都立の美術館・博物館７館を
まわり，各館の作品・建築等を鑑賞してそこに隠された「謎」を解
くミステリーラリーを実施。

10.2
1.7 0.3 0.0

わかば小学校「わかば美術館」 特別養護老人ホームえいめいでの活動

上野エリア

事業名：上野「文化の杜」クラスター形成事業
構成団体：東京国立博物館、台東区、上野観光連盟、JR東日本、
上野学園、京成電鉄株式会社、東京地下鉄株式会社 等

美術館や博物館などの文化施設が集結している上野地域を文
化クラスターとし，各施設が連携したアクセシビリティの強化，
各館の課題の解決など，上野モデルを構築する。

事業名：よこはま地域文化遺産デビュー・活用事業
構成団体：横浜市歴史博物館，横浜開港資料館，横浜市教育委員会，
富士ゼロックス株式会社デバイス開発本部IPF開発部 等

文化クラスターを中心に、広く認知されていない古民家や遺跡

公園などを「Ｂ級」「原石」と位置付け，交流拠点として，地域の
文化遺産を紹介する啓発事業や観光資源化イベントを実施。

遺跡フェスタ内のマルシェ



伊豆エリア

倉敷エリア 北九州エリア

奈良エリア
このほか、令和元年度に「太宰府エリア」が追加

（九州国立博物館，福岡県九州歴史資料館，太宰府市，
太宰府観光協会，太宰府市商工会，太宰府天満宮）

博物館クラスター形成支援事業の事例（2018年度～）②

事業名：伊豆高原文化観光施設・ジオパーク融合型クラス
ター形成事業
構成団体：池田２０世紀美術館，崔如琢美術館，伊豆テディ
ベアニュージアム，伊東市，伊東観光施設協議会 等

ＩＴ技術を基軸としたインフラ構築，マーケティング戦略
を導入し，データに基づく文化観光施設の活性化をパッケー
ジ化し，伊豆高原の文化資源及び自然資源（ジオパーク）を
つなぐ観光活性化スキームを文化クラスターを構築する。

事業名：倉敷美観地区・ＭＵＳＥＵＭクラスター事業
構成団体：公益財団法人大原美術館，公益財団法人
倉敷民芸館，公益財団法人倉敷考古館，倉敷商工会議所，公
益社団法人倉敷観光コンベンションビューロー

大原美術館を中核とした，倉敷美観地区の文化クラスター
を形成し，訪日観光客向けの多言語化対応，ユニークベ
ニューによる各施設の活用，市民のシビックプライドを醸成。
ホテル，観光施設，大学等との連携事業や訪日観光客に対す
るガイドスタッフの育成など実施する。

事業名：奈良国立博物館を中核とした奈良県版文化クラスター形成
事業
構成団体：奈良国立博物館，奈良県立美術館，興福寺，春日大社，
東大寺

奈良公園を中心とする奈良国立博物館や春日大社，東大寺等で
構成する文化クラスターを形成しアートや音楽の祭典のほか共通
入館券事業など文化クラスター 内の集客増加を図り，周辺地域
との回遊を促進する。

事業名：北九州市東田地区ミュージアムパーク創造事業
構成団体：北九州市立自然史・歴史博物館，北九州市，八幡東区
役所，公益財団法人北九州国際交流協会，公益財団法人北九州産
業学術推進機構，北九州市役所，北九州市立児童文化科学館 等

北九州市自然史・歴史博物館を中心に，東田地区に点在する文化
施設や世界遺産を文化クラスターとして面的に結び付け，観光客
等の回遊性を高め，2020年に東田地区でアートフェスティバル
「ＡＲＴ for ＳＤＧs（仮称）」を開催。



・博物館を中核とした文化クラスター創出に向けた地域文化資源の面的・一体的整備の支援。
・博物館コレクション等の磨き上げ（調査・データベース・多言語等）に係る支援を追加。
・クラスター形成の中核を担う学芸員やインバウンド専門家を確保するなど、体制強化。
・バリアフリー、展示改修等の来館者利便性向上の機能。
・クラスター事業のエンジンとなる「ミュージアムクラスター・ステアリング・コミッティ」を設置し、クラ

スター事業全体の方針や調整、専門家等の人材紹介、評価を行い、クラスターで構築されたモデ
ルを波及。

博物館クラスター事業

1,490百万円

令和２年度要望額 ２,4００百万円

１,１４４百万円）

博物館をはじめ文化施設の機能強化

地域と共働した創造活動支援事業 ・博物館の持つ文化資源を地域と連携して、コミュニティ形成等に貢献するための取組。
・学校教育をはじめ、社会課題解決に貢献するための「スタートアップ」的な支援事業。

560百万円

博物館人材養成・質の向上

博物館レガシー基盤強化

・資格付与 ⇒ 学芸員の養成
・学芸員資格認定試験の実施（例年100名受験、40名認定）
・研修 ⇒ 学芸員の質の向上
・博物館専門研修（学芸員中堅レベル）／博物館館長研修（館長１～2年レベル）
・ミュージアムマネジメント研修／ミュージアムエデュケーション研修
・学芸員の海外研修 （１０～1５名派遣）

・博物館制度改善調査研究 ⇒ 文化審議会博物館部会にて検討
・海外ネットワーク構築 ⇒ 国際会議等への若手研究者等の派遣
・PPP等による持続可能な博物館構築 ⇒ コンセッション方針等の適用可能性調査

200百万円

59百万円

参考５： 文化庁における博物館関係予算要求（令和２年度）（前年度予算額 



５．事例Ⅲ： 日本遺産

主旨と目的

我が国の文化財や伝統文化を通じた地域の活性化を図るには、その歴史的経

緯や、地域の風土に根ざした世代を超えて受け継がれている伝承、風習などを踏

まえたストーリーの下に有形・無形の文化財をパッケージ化し、これらの活用を図

る中で、情報発信や人材育成・伝承、環境整備などの取組を効果的に進めていく

ことが必要。

そこで、地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の文化・伝統を語るストーリー

を「日本遺産（Japan Heritage）」として認定し、ストーリーを語る上で不可欠な魅力

ある有形・無形の様々な文化財群を総合的に活用する取組を支援。

世界遺産登録や文化財指定は、いずれも登録・指定される文化財（文化遺産）

の価値付けを行い、保護を担保することが目的。一方、本遺産は、既存の文化財

の価値付けや保全のための新たな規制を図ることを目的としたものではなく、地

域に点在する遺産を「面」として活用し、発信することで、地域活性化を図ることが

目的。

日本遺産事業の方向性

日本遺産事業の方向性は次の3つに集約。

1 地域に点在する文化財の把握とストーリーによるパッケージ化

2 地域全体としての一体的な整備・活用

3 国内外への積極的かつ戦略的・効果的な発信

認定による効果

「日本遺産」に認定されると、認定された当該地域の認知度が高まるとともに、

今後、日本遺産を通じた様々な取組を行うことにより、地域住民のアイデンティ

ティの再確認や地域のブランド化等にも貢献し、ひいては地方創生に大いに資す

ると考えられる。



参考６： 令和元年度（2019年度）までに認定された日本遺産





６．事例Ⅳ： 地域で個別に進展している取組

直島（香川県香川郡直島町）の概要①

〇直島は、面積8km2、人口約3000人。

〇株式会社ベネッセホールディングスと公益財団法人 福武財団、

直島町がアート活動を展開。

〇観光客：年間約50万人。

〇瀬戸内国際芸術祭の開催など、地域全体の活性化に寄与。

直島銭湯「I♥湯」

大竹伸朗 直島銭湯「I♥湯」

(2009)

写真：渡邉修

家プロジェクト

家プロジェクト「角屋」

写真：上野則宏

宮浦港

草間彌生「赤かぼちゃ」

２００６年直島・宮浦港緑地

地中美術館

李禹煥美術館

ベネッセハウス ミュージアム

ANDO MUSEUM

写真：山本糾

写真：藤塚光政

写真：山本糾

写真：山本糾



直島の概要② 観光客を惹きつける取組（地中美術館の例など）

クロード・モネ「睡蓮-草の

茂み」1914-17

提供：福武財団

地中美術館

写真：松岡満男

見せる工夫
・地下にありながら自然光のみで鑑賞。時間帯、

天気、季節による変化により、作品や空間の

見え方が変化

・パンフレットは、日・英・韓の３か国語

・モネが造園した庭の植物をベースにし、睡蓮

などの植物を楽しめる庭を設置

・プライベートツアー有（スタッフが建築・作品・

空間について鑑賞をサポート）

観光関係事業者との連携
NPO法人 直島町観光協会

・直島の観光スポット・宿泊施設・土産店

等をまとめたWEBサイトを運営

協議体（直島町、船会社等）
・瀬戸内国際芸術祭期間中、臨時バスの手配
や島内各施設での受け入れの準備など、観
光客の利便性・快適性向上のための情報共
有と発信を直島町や地元事業者が連携して、
実施

地中美術館

写真：藤塚光政

満足度向上の取り組み

地中の庭

写真：鈴木研一

ウォルター・デ・マリア「タイム/タイ

ムレス/ノー・タイム」2004

写真：Michael Kellough

情報発信
・作品の鑑賞とともに、カフェやオリジナルグッズにより満足度を向上

・チケット及びショップ等はクレジットカード決済対応 ・ 「Traveler」「Lonely planet」、BBC、WALL

STREET JOURNALなどで特集されることで海

外からも注目を浴びる。

地中カフェ

写真：清水健夫

魅力的な文化資源

・安藤忠雄の設計の建築、モネの睡蓮のほか

世界的に評価の高い作家のサイトスペシ

フィックの作品を展示



・瀬戸内海の12の島と宇野港（岡山）・高松港（香川）で３年に１度開催

・実行委員は、香川県、市町村、福武財団を始めとした自治体、各種団体及び地元企業等の長で構成

・瀬戸内国際芸術祭2016は104万人が来場。（外国人比率：13.4%）※

自治体と地元事業者等との連携

（瀬戸内国際芸術祭）

アクセスの利便性

（宮浦港）

・香川県と岡山県からフェリー等が乗り入れる

ほか、クルーズ船も寄港

（参考）宮浦港へのフェリー・小型旅客船の便数

香川県：1日往復10便/岡山県1日往復20便

※その他、本村港、風戸港にも乗り入れ

・港には草間彌生の作品を展示

地域住民との連携

（家プロジェクト）

・島内の古い家屋を改修し、

アーティストが家の空間そのも

のを作品化するアートプロジェ

クト

・直島の生活圏の中で、観光客と

住民の交流を生んでいることが

特徴

地中美術館

草間彌生「赤かぼちゃ」

２００６年直島・宮浦港緑地

直島の概要③ 地域を巻き込んだ取組

香川県

自治体の文化観光戦略（香川せとうちアート観光圏整備計画）

・国内外からの観光客が2泊3日以上の滞在交流型観光を目指す

・計画に基づく事業は、公益社団法人香川県観光協会を中心に、県や市町、市町観光協会等をはじめ、多様な関係団体が連携して実施

瀬戸内海周辺

※出典 瀬戸内国際芸術祭実

行委員会「瀬戸内国際芸術祭

2016 総括報告」

撮影者：中村脩

直島

家プロジェクト「角屋」

宮島達男＂Sea of Time ’98＂

写真：鈴木研一
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入館者数の推移

入館者数

682,193
1,566,033

1,761,324

2,372,821
2,580,591

入館者数４倍

金沢21世紀美術館（石川県金沢市）の概要①

〇「新しい文化の創造」と「新たなまちの賑わいの創出」を目的に

平成16年10月に開館。

〇金沢市文化スポーツ局が所管。

（公財）金沢芸術創造財団が指定管理者として施設運営。

○2018年度の入館者数は２５８万人（＊）。

開館時の約４倍（外国人割合は約８％）。
＊全国の博物館・美術館で第３位（＊月間レジャー産業資料９月号参照）

〇ミュージアムとまちとの共生により、新しい金沢の魅力と活力を創出。

長屋武家屋敷跡通り
金沢城公園

金沢２１世紀美術館 兼六園
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金沢21世紀美術館の概要② 地域住民・観光客を惹きつける取組

気軽に立ち寄れる

オープンな建物

市民の交流の場

博物館

交流ゾーン

22時まで開館

入館料不要のフリー

ゾーン（恒久展示作

品8割を鑑賞・体験

スイミングプール（レアンドロ・

エルリッヒ）

多様な現代アート展覧会の展開
（特別展）

○「アイ・チョー・クリスティン 霊性と寓意」

○「起点としての8 0年代」

○「チウ・ジージエ 書くことに生きる」

○「変容する家」

（コレクション展）

○「見ることの冒険 / ルナ・イスラム」

○「アジアの風景 /粟津潔、マクリヒロゲル５」

○「デザインギャラリー」

子どもたちとともに、成長する美術館

子どもたちとともに成長する美術館

・市内小学校のサマースクールプログラム

・市民向け無料観覧日の提供（市民美術の日10/20）

・多彩な一般、子ども向けプログラム

休日 年95回、7,000名参加

平日 年160回、6,400名参加

・中学生向けアートスクール

・アートライブラリー・プログラム 等

４つの

ミッション
世界の「現在（いま）」とともに生きる美術館

市民とつくる参加交流型美術館
・広場や交流ゾーンに市民やボランティアの自主活動の場を創

出（まるびいみらいカフェ）

・広場等を活用した芸術交流事業

ARTS PLANET 2018～こども∞ディスカバリー!

（ＧＷに実施。7,419名参加）

Weekend まるびぃ Art- Complex

（毎週末、多彩なアーティストが集合）

魅力的な文化資源

4ヶ所の入口から成る

有機的かつ開放的な

丸い建物



金沢21世紀美術館

金沢21世紀美術館の概要③ 地域を巻き込んだ取組

ミュージアム・クルーズ

・金沢市内の小学４年生全児童

を対象とした鑑賞事業

＜規模＞

市内小学校62校、4,393名

市民ボランティア77名参加

アートdeまちあるき / サポートショップ
・市内の商店街をサポートショップとした

来館者サービス事業

＜規模＞

各店舗（273店舗）に置かれた美術館ロ

ゴをあしらったコースター持参の割引

金沢ナイトミュージアム
・金沢市内の１７の文化施設で毎週末夜

８時までの夜間開館と多彩なイベントを

実施

＜規模＞

３５事業（７月- １０月）

1,787名参加

デジタルアートイベント

（金沢21世紀美術館広場）

湯桶ぼんぼり祭り

（金沢湯桶夢二館）



110,166

161

青山剛昌ふるさと館（鳥取県北栄町）の概要①

○鳥取県北栄町の概要

面積５７㎢、人口約15,000人。

○青山剛昌ふるさと館の概要

実施主体：北栄町

入館者数：平成３０年度１６万人（うち外国人１万７千人）。

敷地面積：5,289㎡、延床面積：891.27㎡（鉄骨コンクリート２階建）。

200,000

150,000

100,000

50,000

0

80,241

5,184

108,134

9,432 15,139 

,309

18,288 17,332

開館日：平成１９年３月１８日 （北栄町大栄歴史文化学習館を全面リニューアル）
Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

総入館者数 うち外国人入館者数

Ⓒ青山剛昌／小学館

総入館者数の推移

127,544



・館Twitterのフォロワー3万8千人

・劇場版にあわせ、映画館でCM放映

・住民票など、証明用紙にコナン君の透かしを採用

・公用車にＰＲステッカーを貼付

・マラソン大会にコナン君のデザインＴシャツを採用

青山剛昌ふるさと館の概要② 観光客を惹きつける取組

○ 平成１９年３月、「名探偵コナン」の原作者・青山剛昌氏の出身地である鳥取県北栄町にオープン。

○ 町全体で「名探偵コナンに会えるまち」づくりに取り組み、国内外の観光客から人気を集める。

○ 平成３０年には、総入館者数１６万人、累計入館者数が１００万人を突破。

魅力的な文化資源

・青山先生の直筆の原画

・青山先生の学生時代の作品

情報発信

見せる工夫 まんがを活かしたまちづくり

・青山先生の仕事部屋を再現

・作品中のトリック等の再現

・館内、コナン通りでの多言語標記

今後の方向性

○ 県全体・町全体で、オンリーワンの魅力を活かしたまちづくりに取組み、集客を

伸ばした好事例

○ 今後、博物館としての在り方（収蔵品の保管、バリアフリー対応、館内設備の充

実）などが課題

○ 空港と館を結ぶ連絡バスのほか、駅と館を結ぶバスを拡充したが、一層の充

実は課題

Ⓒ青山剛昌／小学館



青山剛昌ふるさと館の概要③ 地域を巻き込んだ取組

町全体を周遊してもらう工夫

コナン通り沿いの出会いの広場では、北栄町

商工会が集合店舗のコナンの家米花商店街を

運営。また北栄町観光協会が4～10月に巨大

迷路を開催。

ＪＲ由良駅を「コナン駅」と愛称化。

コナンの装飾がなされた「コナン列車」も運行。

コナン駅（JR由良駅）から青山剛昌ふるさと

館まで約1.4kmを「コナン通り」として町おこし
コナン通りを楽しく周遊していただくため

オブジェ等を配置

Ⓒ青山剛昌／小学館 9


